
Guide to SuwaCity Council

市議会だより

す わ
No.90

令和４年（2022）11 月１日

決算審査特別委員会報告
審議結果
常任委員会報告
代表質問
一般質問
モニター通信
議長室からこんにちは！

2
4
5
7
10
15
16

目　次

見どころ

■上諏訪小学校  議場見学！！　　　　14P

■新議会だよりモニターアンケート 15P

■用語解説 8・9P

令和４年９月定例会
R４.８.30▷R４.９.21

が審議等されました。

報告2件 同意１件 諮問２件

議案10件 認定６件

陳情２件 議員議案２件

諏訪市議会

令
和
３
年
度　

決
算
審
査



2

皆さんが納めた税金はどのように使われたのでしょうか。令和３年度の決算は、９月８日・９日・１２日の３
日間、決算審査特別委員会で審査が行われ、一般会計決算と特別会計決算５件が認定、公営企業会計の議案３件が
可決及び認定されました。使い道について、決算審査特別委員それぞれの視点から出た意見などを紹介します。

税 金の使い方
令和３年度決算　議会は見た！聴いた！

■収益的収入：料金収入や引き受けた工事の利益など
■資本的収入：事業を行うために借り入れる企業債（借金）など
■収益的支出：人件費や物件費、減価償却費、借り入れた企業債（借金）の利息など
■資本的支出：建設改良費や企業債の返済元金など

※収益的収入・支出（税抜）、資本的収入・支出（税込）で表記

公営企業会計

水道事業会計
●収益的収入 8億8,576万4,259円
●資本的収入 2億3,180万3,472円
●収益的支出 7億8,498万6,720円
●資本的支出 5億3,935万8,447円

温泉事業会計
●収益的収入 3億4,496万3,381円
●資本的収入　　　　83万1,600円
●収益的支出　3億　178万9,027円
●資本的支出 1億3,758万5,550円

下水道事業会計
●収益的収入 20億1,681万7,923円
●資本的収入　3億7,027万5,901円
●収益的支出 17億4,805万2,236円
●資本的支出 13億2,122万1,095円

一般会計  歳入額（入ってきたお金）

総歳出額（使ったお金）283億6,561万4,070円 

総額 241 億7,782 万322 円
一般会計  歳出額（使ったお金）

総額226億7,582万4,131円

会計別／区分
一般会計

小計

国民健康保険
霧ヶ峰リフト事業
公設地方卸売市場事業
駐車場事業
後期高齢者医療

241億7,782万　322円
48億9,016万8,040円

4,456万5,539円
4,585万2,294円
995万6,466円

7億7,263万7,752円
57億6,318万　　91円
299億4,100万　413円

226億7,582万4,131円
48億5,615万6,459円

4,456万5,539円
3,006万6,714円
950万3,513円

7億4,949万7,714円
56億8,978万9,939円
283億6,561万4,070円合計

特
別
会
計

歳入総額（収入） 歳出総額（支出）

国庫支出金
16.5% 総務費

13.8%

民生費
36.2%

土木費
10.5%

商工費
9.5%

教育費
8.0%

公債費
8.2%

衛生費
8.2%

消防費 3.0%
農林水産業費 1.1%
議会費 0.7%

災害復旧費 0.6%
労働費 0.2%

地方交付税
15.8%

市債
7.3%

諸収入
7.3%

地方消費税
交付金
5.4%

県支出金4.9%

繰越金3.9%
繰入金2.7%

使用料及び手数料 0.9%
分担金及び負担金 0.6%
地方譲与税 0.8%

その他 1.7%

市税
31.0%

地方特例交付金 1.2%

〈令和３年度会計別決算一覧〉
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決
算
審
査
特
別

委
員
会
は
１
名
欠

席
、
12
名
の
出
席
委

員
に
よ
り
、
令
和
３

年
度
決
算
書
、
成
果

説
明
書
、
不
用
額
説

明
書
等
に
よ
り
、
全

部
局
の
説
明
を
受

け
、
認
定
６
件
及
び

議
案
３
件
に
つ
い

て
、
慎
重
に
審
査
を

行
っ
た
。

　

令
和
３
年
度
の
会
計
別
決
算
状
況
は
別

表（
２
ペ
ー
ジ
）の
と
お
り
。

　

官
民
の
連
携
や
地
域
と
の
絆
を
一
層
強

固
に
し
つ
つ
、
未
来
に
向
け
て
市
民
と
と

も
に
思
い
を
巡
ら
せ
、
深
い
洞
察
力
で
考

え
る
と
い
う
意
味
を
込
め
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
時
代
へ
つ
な
ぐ
、未
来
思
考
予
算
」と

位
置
づ
け
ら
れ
、予
算
が
計
上
さ
れ
、着
実

に
実
行
さ
れ
た
。事
業
は
、適
正
に
執
行
さ

れ
多
く
の
委
員
か
ら
評
価
さ
れ
た
。

　

令
和
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
、
国
や
県
ま
た
市
か
ら

の
補
助
金
等
に
よ
る
給
付
金
業
務
な
ど
多

忙
を
極
め
た
。こ
れ
に
よ
り
、当
初
予
算
に

対
し
予
算
現
額
が
大
幅
に
増
額
と
な
っ

た
。一
方
、３
密
を
避
け
感
染
を
抑
え
る
た

め
に
、当
初
予
定
さ
れ
た
事
業
が
、前
年
同

様
中
止
ま
た
は
縮
小
と
な
っ
た
が
、
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
全
体
の
不
用
額
総
額

は
前
年
度
の
約
15
億
５
，
９
７
４
万
円
か

ら
当
年
度
は
約
13
億
１
，
７
８
３
万
円
と

な
り
前
年
度
対
比
、約
２
億
４
，０
０
０
万

円
の
縮
小
と
な
り
、改
善
が
見
ら
れ
た
。

　

一
般
会
計
の
不
用
額
は
、
個
別
事
業
に

お
い
て
精
査
す
る
と
額
が
多
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。し
か
し
、経

費
の
削
減
や
事
業
の
改
善
に
よ
っ
て
生
じ

た
不
用
額
は
そ
の
努
力
を
評
価
す
る
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。特
に
、人
件
費
等
に
つ
い

て
は
人
事
異
動
な
ど
予
測
困
難
な
状
況
が

あ
っ
た
と
理
解
し
た
。

　

大
型
事
業
と
し
て
は
、
ス
マ
ー
ト
IC
整

備
事
業
や
湖
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
及

び
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
整
備
事
業
な
ど
が

実
施
さ
れ
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
各
医
療

機
関
と
連
携
し
て
滞
り
な
く
実
施
さ
れ

た
。

◎
評
価
さ
れ
た
こ
と

●

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
が
、
経
済
停
滞
、
収

入
減
少
等
に
対
し
、
数
回
の
緊
急
対
策

を
講
じ
市
民
や
事
業
者
へ
の
支
援
が
実

施
さ
れ
た
。

●

８
月
と
９
月
に
大
雨
に
よ
る
災
害
が
発

生
し
た
が
、
早
急
に
復
旧
工
事
が
実
施

さ
れ
た
。

●

市
税
や
地
方
特
例
交
付
金
に
よ
り
増
収

と
な
り
、
一
部
を
基
金
積
み
立
て
に
回

し
、将
来
負
担
比
率
が
改
善
さ
れ
た
。

◎
指
摘
事
項
、改
善
要
望

●

循
環
バ
ス
運
行
事
業
で
は
、
事
前
に
関

係
部
署
、
関
係
住
民
と
検
討
打
合
せ
を

行
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
利
用
し
て
い

な
い
人
の
意
見
を
反
映
し
て
い
る
か
検

証
し
、
更
な
る
効
率
化
を
図
っ
て
ほ
し

い
。ま
た
、
有
賀
峠
及
び
霧
ヶ
峰
デ
マ
ン

ド
交
通
は
使
い
勝
手
が
悪
い
と
い
う
こ

と
で
、
今
年
よ
り
新
シ
ス
テ
ム
へ
変
更

と
な
っ
た
。稼
働
率
が
上
が
る
工
夫
を

引
き
続
き
行
う
こ
と
。

●

水
産
業
総
務
費
は
117
万
円
で
あ
る
の

で
、
大
幅
増
額
を
お
願
い
し
た
い
。漁
業

に
関
し
市
独
自
の
支
援
、
補
助
の
検
討

を
し
て
ほ
し
い
。

●

学
校
に
お
け
る
学
習
支
援
員
と
自
立
生

活
支
援
員
の
数
が
十
分
で
な
い
と
の
指

摘
が
あ
り
、
増
員
の
検
討
を
お
願
い
し

た
い
。

●

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の
使
用
料
は
施
設
ご

と
の
状
況
確
認
を
し
て
、
料
金
見
直
し

の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

●

下
水
道
事
業
会
計
で
、
下
水
道
利
用
料

で
㎥
当
た
り
15
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い

る
。主
因
は
環
境
関
連
の
控
除
が
な
く

な
っ
た
こ
と
。下
水
道
事
業
は
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
今
後
施
設
の
老
朽

化
対
策
や
耐
震
対
策
が
必
要
と
な
り
、

多
額
の
費
用
が
掛
か
る
。下
水
道
利
用

料
改
定
を
含
め
て
下
水
道
の
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

◎
認
定
第
１
号

　

一
般
会
計
決
算

　
　
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
が
欠
け
て
い
る
。

福
祉
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。生
活
困
窮

者
の
相
談
が
増
加
し
、国
、県
の
支
援
策
事

業
に
よ
り
予
算
現
額
は
増
大
し
た
が
、
市

に
よ
る
支
援
策
は
少
な
く
、
市
民
の
生
活

に
寄
り
添
っ
て
い
な
い
。

　
　
　

国
・
県
の
各
種
補
助
に
よ
り
財
政

が
好
転
し
、
全
て
の
産
業
で
倒
産
も
少
な

か
っ
た
。将
来
負
担
比
率
も
改
善
さ
れ
基

金
残
高
も
増
額
と
な
っ
た
。

◎
認
定
第
２
号

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

　
　
　

基
金
が
積
み
あ
が
っ
て
い
る
。基

金
を
取
り
崩
せ
ば
、
保
険
税
の
減
額
は
可

能
と
判
断
す
る
。

　
　
　

令
和
９
年
度
ま
で
に
資
産
割
が
廃

止
さ
れ
、
完
全
に
移
行
す
る
と
さ
れ
て
お

り
、
激
変
緩
和
措
置
の
財
源
と
す
べ
き
も

の
で
、基
金
の
取
崩
し
は
現
実
的
で
な
い
。

　

認
定
第
１
号
、
認
定
第
２
号
に
つ
い
て

は
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
賛
成
多
数

で
認
定
。

　

認
定
第
３
号
か
ら
認
定
第
６
号
に
つ
い

て
は
全
会
一
致
で
認
定
。

　

議
案
第
34
号
か
ら
議
案
第
36
号
に
つ
い

て
は
、全
会
一
致
で
可
決
及
び
認
定
。

議案審査 決算審査特別委員会 ９月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
委員長　小泉 正幸

決
算
の
状
況

討
論

採
決
の
結
果

決
算
に
対
す
る
主
な
意
見

反
対

反
対

賛
成

賛
成

小泉正幸委員長、岩波万佐巳副委員長

認定認定

一
般
会
計

一
般
会
計

公
営
企
業
会
計
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議員議案
◎議案第 28 号諏訪市受動喫煙のない思いやりと健康のまちづくり条例を定めるについてに対する附帯決議※
１、喫煙者・非喫煙者に十分配慮しながら、適切な場所に喫煙場所等の整備を行うこと。
２、重点区域を指定するときは広く多くの意見を聴き反映させること。
　上記について、市長及び執行機関が適切に対応することを求めるもの。

◎食肉処理施設の整備に関する意見書
食肉処理施設、（株）長野県食肉公社について、現在地への新たなごみ処理施設の移設に伴い、早い段階での
移転が求められている。地元食材の提供に寄与している施設であるから県の協力なくして整備が進まない状
況。代替候補地について、早期選定に努め、移転先の住民への合意形成への協力を県に要請するもの。

《全会一致とならなかった提出案件審議結果と各議員の賛否一覧》

《全会一致で可決・採択された案件》

区分

1認定

件　　　　　名 議決結果
番  

号

令和３年度諏訪市一般会計歳入歳出決算認定について

伊
藤
浩
平

小
泉
正
幸

森
山
博
美

藤
森
靖
明

牛

山

正

高
木
智
子

小
山
博
子

横

山

真

小
松
孝
一
郎

近
藤
一
美

廻
本
多
都
子

井

上
　
登

牛
山
智
明

岩
波
万
佐
巳

○○○○○○○○○○

××

○○ 認　定

2認定 令和３年度諏訪市国民健康保険特別会計歳入歳出決
算認定について ○○○○○○○○○○

××

○○ 認　定

賛成・採択…○　反対・不採択…×　なお、議長（吉澤美樹郎）は、採決には加わりません。

第7号
第8号
第3号
第1号
第2号
第28号
第29号
第30号
第31号
第32号
第33号
第34号
第35号
第36号
第37号
第3号
第4号
第5号
第6号
第6号

第7号

報告

同意
諮問

議案

認定

議員議案

■

■
■

■

■

■

令和３年度決算に基づく財政健全化判断比率及び公営企業資金不足比率の報告について
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
教育委員会委員の任命について
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるについて
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるについて
諏訪市受動喫煙のない思いやりと健康のまちづくり条例を定めるについて
諏訪市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
諏訪市手数料徴収条例の一部改正について
諏訪市診療所設置条例を廃止するについて
財産の取得について
財産の取得について
令和３年度諏訪市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
令和３年度諏訪市温泉事業会計利益の処分及び決算の認定について
令和３年度諏訪市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
令和４年度諏訪市一般会計補正予算（第３号）
令和３年度諏訪市霧ヶ峰リフト事業特別会計歳入歳出決算認定について
令和３年度諏訪市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算認定について
令和３年度諏訪市駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定について
令和３年度諏訪市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
議案第 28 号諏訪市受動喫煙のない思いやりと健康のまちづくり条例を定めるについてに対
する附帯決議
意見書の提出について（食肉処理施設の整備に関する意見書）

《全会一致で一部採択された案件》
第52号陳情■ 食肉処理施設の整備に関する陳情

《全会一致で不採択された案件》
第54号陳情■ 「諏訪市ゼロカーボンシティ」実現のために、戸別に風呂を沸かすのでなく、共同浴場を極力利

用するよう市民のライフスタイルの変革を促す条例等の策定を求める陳情書

令和４年第４回（９月）定例会　審議結果

※８P 用語解説①へ
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◎
議
案
第
29
号　

諏
訪
市
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
育
児
休
業

の
取
得
回
数
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
原
則
１
回
の
取
得
と

し
て
い
た
育
児
休
業
に
つ
い
て
２
回
ま
で

の
取
得
を
可
能
に
す
る
な
ど
所
要
の
改
正

が
行
わ
れ
る
も
の
。

　
　

育
児
休
業
を
取
得
し
た
職
員
の
実
績

は
。

　
　

令
和
３
年
度
の
取
得
実
績
は
、
男
性

１
名
、女
性
34
名
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
30
号　

諏
訪
市
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、増
築

等
の
建
設
行
為
を
伴
わ
な
い
既
存
住
宅
を

長
期
優
良
住
宅
と
し
て
認
定
す
る
制
度
が

創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
認
定
に
関
わ

る
審
査
手
数
料
が
新
設
さ
れ
る
ほ
か
、
所

要
の
改
正
が
行
わ
れ
る
も
の
。

　
　

周
知
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　

国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
さ
れ
て
い
る
。新

築
増
改
築
に
つ
い
て
一
般
向
け
・
業
者
向

け
の
冊
子
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
作
成
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
37
号　

令
和
４
年
度
諏
訪
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

　
　

総
務
費
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い

て
、
庁
舎
内
の
全
て
の
箇
所
の
ト
イ
レ
で

一
つ
は
洋
式
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
事
業

は
終
わ
り
か
。㋑

　
　

各
箇
所
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
で
き
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
７
器
で
全
て

終
了
の
予
定
。

　
　

商
工
費
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
券
の

販
売
方
法
、一
人
あ
た
り
の
販
売
数
は
。㋺

　
　

文
化
セ
ン
タ
ー
等
で
販
売
す
る
が
、

密
を
避
け
る
た
め
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
る

予
約
販
売
と
す
る
。一
人
３
冊
ま
で
購
入

で
き
る
。

◎
陳
情
第
52
号　

食
肉
処
理
施
設
の
整
備

に
関
す
る
陳
情

　

食
肉
処
理
施
設
の
移
転
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。代
替
候
補
地
を
早
期
選
定
し
、施
設

整
備
を
県
へ
要
請
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た

も
の
。

　
　

陳
情
は
、
諏
訪
６
市
町
村
全
て
に
出

し
て
い
る
の
か
、諏
訪
市
の
み
か
。

　
　

６
市
町
村
全
て
に
出
し
て
い
る
。

　
　

６
市
町
村
内
に
作
り
た
い
と
の
思
い

は
あ
る
か
。

　
　

一
つ
は
中
野
市
に
あ
る
の
で
、
中
南

信
の
ど
こ
か
に
欲
し
い
。６
市
町
村
に
特

化
し
た
気
持
ち
は
無
い
。

●
現
在
２
箇
所
あ
る
う
ち
の
１
箇
所
が
な

く
な
る
と
、
諏
訪
周
辺
の
畜
産
農
家
が

困
る
。県
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

●「
行
政
に
よ
る
極
め
て
公
設
に
近
い
形
」

は
違
う
た
め「
公
設
」は
意
見
書
か
ら
抜

く
べ
き
。

　

全
会
一
致
で
一
部
採
択
。

議案審査 総務産業委員会 ９月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
委員長　牛山　 正

■
総
務
産
業
委
員（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

　

◎
牛
山　
　

正　
　

○
小
泉　

正
幸

　
　

廻
本
多
都
子　
　
　

小
松
孝
一
郎

　
　

横
山　
　

真　
　
　

高
木　

智
子

　
　

森
山　

博
美

議
案
の
内
容

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

陳
情
の
主
旨

主
な
意
見

主
な
質
疑

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

採
決
の
結
果

主
な
質
疑

主
な
質
疑

問答

問問 答答

問問 答答

可決

可決

可決

一部
採択

増減金額項 目 主な内容

1億723万7千円

450万円

7,250万円

総務費

商工費

農林水産業費

・財政調整基金積立金

・森林経営管理等推進事業費

・観光宣伝事業費

1 億円

723 万 7千円

450万円

2,850 万円

4,400 万円

補正予算　議案第 37号《総務産業付託分》

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

問答

・市庁舎手洗の自動水栓化及び
  トイレの洋式化に関わる工事費㋑

・市内経済活性化プレミアム付
  飲食券発行事業費㋺
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◎
議
案
第
28
号　

諏
訪
市
受
動
喫
煙
の
な

い
思
い
や
り
と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
を
定
め
る
に
つ
い
て

　　

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
に
関
し
規
定
さ
れ
る
も

の
。

　
　

喫
煙
所
の
設
置
は
、
観
光
地
と
し
て

必
要
と
考
え
て
い
る
。重
点
区
域
を
設
定

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
喫
煙
所
を
設
け
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

重
点
区
域
外
に
喫
煙
所
を
設
置
す
る

こ
と
は
否
定
し
て
い
な
い
。現
場
の
状
況

を
み
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　
　

第
７
条
第
２
項
に
は
、「
意
見
を
聴

き
、
必
要
な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
あ
る
が
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

寄
せ
ら
れ
た
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。こ
れ
は
、条
例
と
は
別
に
検
討
を
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
か
。

　
　

条
例
と
は
別
に
、
真
に
必
要
が
あ
れ

ば
き
ち
ん
と
対
策
を
取
る
よ
う
に
検
討
し

て
い
く
。

　

適
切
な
場
所
に
喫
煙
所
等
の
整
備
を
行

う
こ
と
と
、
広
く
市
民
の
意
見
を
聴
き
反

映
を
す
る
こ
と
の
２
点
、
附
帯
決
議
を
付

し
て
可
決
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

附
帯
決
議
を
付
し
て
全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
32
号　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

及
び
議
案
第
33
号　

財
産
の
取
得
に
つ

い
て

　

い
ず
れ
も
市
内
の
小
学
校
に
設
置
す
る

電
子
黒
板
の
購
入
に
係
る
も
の
。

　
　

入
札
参
加
業
者
は
何
社
か
。

　
　

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
型
は
、
指
名
業
者
15

社
中
、
１
社
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
型
は
、
指

名
業
者
15
社
中
、３
社
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
37
号　

令
和
４
年
度 
諏
訪
市

一
般
会
計
補
正
予
算 

第
３
号

　

主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

　
　

企
業
に
出
張
し
て
受
付
す
る
の
は
、

企
業
側
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
に

対
し
て
理
解
を
示
し
、
従
業
員
の
需
要
も

あ
る
と
こ
ろ
に
行
く
の
か
。㋑

　
　

申
請
に
対
す
る
広
報
周
知
・
啓
発
活

動
を
含
め
て
、
委
託
業
者
に
ア
ポ
イ
ン
ト

を
取
っ
て
も
ら
い
、
需
要
が
見
込
め
る
場

合
は
、
委
託
業
者
と
市
の
職
員
が
同
行
し

て
出
張
窓
口
を
開
設
す
る
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
陳
情
第
54
号 　
「
諏
訪
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
」実
現
の
た
め
に
、戸
別
に
風

呂
を
沸
か
す
の
で
な
く
、
共
同
浴
場
を

極
力
利
用
す
る
よ
う
市
民
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
革
を
促
す
条
例
等
の
策
定

を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い
て

　

ＣＯ２
排
出
を
減
ら
す
こ
と
を
目
指
す
た

め
、
市
民
の
考
え
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な

条
例
等
の
策
定
を
求
め
る
も
の
。

　
　

条
例
の
趣
旨
と
し
て
は
、
ど
う
い
っ

た
も
の
か
。

　
　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
た
め
の
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
の
条
例
が
で
き
な
い
か
と

考
え
る
。

　

共
同
風
呂
を
維
持
す
る
問
題
と
、
ＣＯ２
削

減
は
、直
接
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、単
純
に

結
び
付
け
て
条
例
化
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。

　

全
会
一
致
不
採
択
。

議
案
の
内
容

議案審査 社会文教委員会 ９月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
委員長　小山 博子

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

主
な
質
疑

陳
情
の
内
容

主
な
質
疑

主
な
意
見

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

主
な
質
疑

主
な
討
論

総務費

項目 補正額 主な内容

衛生費

教育費

個人番号カード関連事業費㋑

保健衛生総務費

すわっこランド費

教職員住宅管理費（解体工事費）

1,746 万 1千円

100万円

1億 7,236 万 2千円

300万円

1,000 万円

570 万円

1,746 万 1千円

570万円

1億
8,636 万 2千円

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

補正予算　議案第 37号《社会文教付託分》

問問 答答

問問

問

答

答答

可決

可決可決

不採択

■
社
会
文
教
委
員（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

　

◎
小
山　

博
子　
　

○
藤
森　

靖
明

　
　

岩
波
万
佐
巳　
　
　

牛
山　

智
明

　
　

井
上　
　

登　
　
　

近
藤　

一
美

　
　

伊
藤　

浩
平新型コロナウイルスワクチン

接種事業費
不妊及び不育治療費等
助成事業補助金

附帯決議を
付して
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●
国
民
健
康
保
険
税
の
改
定
に
つ
い
て

　
　

国
保
運
営
協
議
会
に
諮
問
を
行
っ
て

い
る
が
、そ
の
後
の
進
展
は
。

　
　

８
月
24
日
に
は
、
運
営
協
議
会
会
長

よ
り
市
長
に
対
し
、
諏
訪
市
国
民
健
康
保

険
税
の
賦
課
方
法
に
つ
い
て
、資
産
割※

を

廃
止
し
、
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
９
年
度

ま
で
の
段
階
的
な
税
率
改
定
に
つ
い
て
、

諮
問
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ

る
旨
の
答
申
を
い
た
だ
い
た
。今
後
、諏
訪

市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
等
の
改
定
作
業

を
行
い
、
本
年
12
月
の
市
議
会
定
例
会
に

関
連
議
案
を
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
。

※

９
P
用
語
解
説
②
へ

●
福
祉
医
療
の
助
成
に
つ
い
て　

　
　

令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
の
長
野
県

内
の
実
施
状
況
が
発
表
さ
れ
、
多
く
の
自

治
体
が
入
院
・
外
来
と
も
に
、
18
歳
到
達

後
の
3
月
31
日
ま
で
、
所
得
制
限
な
し
の

助
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。諏
訪
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　

今
年
度
実
施
し
た
市
民
満
足
度
調
査

に
お
い
て
、
子
育
て
支
援
に
係
る
ご
意
見

が
例
年
よ
り
増
加
し
て
お
り
、
医
療
費
助

成
拡
大
の
要
望
は
こ
と
の
ほ
か
多
い
こ
と

か
ら
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
が
非
常
に
高
い
と

考
え
て
い
る
。子
育
て
支
援
の
拡
充
を
図

る
施
策
と
し
て
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
の

子
ど
も
の
対
象
年
齢
に
つ
い
て
、
令
和
５

年
４
月
よ
り
現
行
の
中
学
校
卒
業
時
の
15

歳
か
ら
高
校
卒
業
時
の
18
歳
へ
引
き
上
げ

を
行
う
方
針
を
こ
の
度
決
定
し
た
。

●
諏
訪
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

の
活
用
に
つ
い
て

　
　

本
年
２
月
１
日
か
ら
、
ア
カ
ウ
ン
ト

の
運
用
が
開
始
さ
れ
、
８
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た
。今
後
の
活
用
は
。

　
　

今
後
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
さ
ら
に
進
む

中
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
と
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
機

能
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
連
携
す
る
こ

と
に
よ
る
各
種
証
明
書
発
行
な
ど
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
可
能
と
な

る
仕
組
み
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
機
能
の
活

用
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　

サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

　
　

秘
書
広
報
課
を「
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」と

し
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
方
法
等
が
わ
か
ら

な
い
方
が
気
軽
に
問
合
せ
が
で
き
る
よ
う

対
応
を
す
る
。

●
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
支
援
に
つ
い
て

　
　

ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
夫
婦
の
ど

ち
ら
か
、
ま
た
は
両
方
が
以
前
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
間
に
も
う
け
た
子
ど
も
を
連
れ

て
再
婚
し
た
場
合
に
生
じ
る
家
族
形
態
。

重
要
な
の
は
子
ど
も
と
の
関
係
、
連
れ
子

同
士
の
関
係
。経
済
的
な
問
題
は
解
消
さ

れ
て
も
積
極
的
に
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
考
え
る
。支
援
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　
　

ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
様
々
な

悩
み
や
課
題
を
抱
え
や
す
く
、
初
婚
家
庭

に
は
な
い
難
し
さ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。あ
ゆ
ス
テ
を
中
心
に
関
係
機
関
と
の

連
携
強
化
を
推
進
し
、
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ

リ
ー
な
ら
で
は
の
見
守
り
と
相
談
支
援
に

努
め
て
い
く
。

●「
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の

導
入
・
活
用
に
つ
い
て

　
　
「
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」は

主
に
１
５
０
０
グ
ラ
ム
未
満
で
生
ま
れ
た

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
親
の
た
め
に
特
別
に
作

ら
れ
た
手
帳
で
、
全
国
の
多
く
の
自
治
体

で
導
入
に
向
け
た
取
組
が
進
ん
で
い
る
。

導
入
・
活
用
は
ど
う
か
。

　
　

県
内
で
は
、「
た
い
せ
つ
な
き
み
」と

い
う
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
帳
が
あ
る
が
、

県
内
で
の
活
用
に
温
度
差
が
み
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
統
一
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

な
手
帳
を
県
に
お
い
て
作
成
、
医
療
機
関

に
配
布
す
る
よ
う
要
望
が
出
さ
れ
て
い

る
。そ
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
整
備
に
つ
い
て

　
　

未
設
置
箇
所
へ
の
設
置
は
。

　
　

エ
ア
コ
ン
設
置
の
拡
充
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
現
時
点
の
計
画
は
検
討
中
で

あ
る
。児
童
生
徒
お
よ
び
児
童
生
徒
を
支

え
る
教
職
員
や
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の
心

身
の
安
全
や
ゆ
と
り
、
保
護
者
の
安
心
が

生
ま
れ
る
新
し
い
時
代
の
学
び
を
支
え
る

学
校
環
境
の
整
備
を
引
き
続
き
市
長
部
局

と
協
働
し
な
が
ら
計
画
的
に
進
め
て
い

く
。

代表質問 各グループ（会派）が、政策上の問題などについて質問するものです。掲載内容は、主な質問と答
弁であり、代表者の文責によるものです。※各議員のQRコードから代表質問の動画にリンクできます。

彩
風
す
わ

友だち登録はこちらから

小山 博子

問問 答

問答 答問答

答 問問答

問答問答



●
旧
統
一
協
会
の
関
連
団
体
と
の
市
長
の

関
わ
り
方
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
　

安
倍
元
首
相
の
襲
撃
・
凶
弾
に
よ
り

命
を
落
と
し
た
こ
と
で「
旧
統
一
協
会
」と

政
治
家
の
関
わ
り
が
問
題
視
さ
れ
て
い

る
。霊
感
商
法
や
高
額
献
金
に
よ
る
多
く

の
被
害
者
を
生
ん
だ
反
社
会
的
集
団
と
政

治
家
が
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
さ
ら
な
る

被
害
を
生
む
。市
長
は
過
去
の
関
連
団
体

と
の
関
わ
り
を
表
明
し
た
が
、
ど
う
い
っ

た
も
の
で
あ
る
か
。

※

統
一
協
会
に
つ
い
て
、「
教
」
の
字
で
は
な
く

「
協
」
と
表
現
す
る
の
は
宗
教
団
体
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

市
長
就
任
８
年
前
に
女
子
留
学
生
日

本
語
弁
論
大
会
に
県
議
と
し
て
参
加
。主

催
者
の「
世
界
平
和
女
性
連
合
」は
関
連
団

体
と
知
っ
て
い
た
が
、
上
位
団
体
は
国
際

組
織
で
弁
論
大
会
が
宗
教
活
動
で
は
な
い

こ
と
を
確
認
し
賛
同
し
て
参
加
し
た
。

　
　

旧
統
一
協
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

国
会
で
は
議
員
個
人
の
責
任
と
し
て
い
る

が
、
多
く
の
国
民
は
関
わ
り
を
絶
つ
べ
き

と
し
て
い
る
。市
長
は
今
後
ど
う
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
か
。

　
　

議
員
の
所
見
は
、
所
見
と
し
て
承
っ

た
上
で
、
今
後
は
こ
れ
か
ら
の
情
報
を
注

視
し
、信
教
活
動
の
自
由
に
配
慮
し
つ
つ
、

主
催
団
体
や
大
会
、
講
演
会
な
ど
の
内
容

や
趣
旨
を
慎
重
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

●
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

へ
の
対
応
や
各
部
署
の
現
況
と
今
後

　
　
「
医
療
非
常
事
態
宣
言
」下
で
の
保
健

所
や
医
療
現
場
の
現
況
は
ど
う
か
。ま
ず

保
健
所
の
対
応
は
ど
う
か
。抗
原
検
査
キ

ッ
ド
が
薬
局
に
な
い
な
ど
市
民
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
も
あ
る
が
ど
う
か
。

　
　

保
健
所
や
医
療
現
場
の
負
荷
は
依
然

と
し
て
高
く
業
務
は
逼
迫
し
て
い
る
。県

は
負
担
軽
減
の
た
め
①
自
宅
で
の
健
康
観

察
②
自
己
検
査
の
活
用
（
ウ
ェ
ブ
な
ど
か

ら
の
無
料
検
査
キ
ッ
ト
の
配
布
）③
若
年

軽
症
者
登
録
セ
ン
タ
ー
設
置
④
診
療
、
検

査
の
医
療
機
関
確
保
要
請
⑤
み
な
し
陽
性

（
臨
床
診
断
）の
導
入
な
ど
の
策
を
講
じ
て

い
る
。

　
　

医
療
と
の
連
携
と
医
療
機
関
の
現
場

は
ど
う
か
。

　
　

県
の
確
保
病
床
使
用
率
は
減
少
し
て

き
て
い
る
。発
熱
等
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
疑

う
症
状
の
あ
る
方
の
相
談
・
検
査
診
療
を

行
う
医
療
機
関
は
諏
訪
圏
域
で
68
箇
所
。

リ
ス
ク
の
高
い
方
は
速
や
か
に
か
か
り
つ

け
医
へ
相
談
。か
か
り
つ
け
医
を
も
た
な

い
方
、
土
日
祝
日
夜
間
な
ど
は
県
設
置
の

相
談
セ
ン
タ
ー（
各
保
健
所
）へ
。

　
　

夏
場
で
熱
中
症
も
多
発
す
る
が
救
急

車
の
要
請
な
ど
は
ど
う
か
。

　
　

救
急
件
数
は
、７
、８
月
の
２
か
月
で

431
件
、
１
日
当
た
り
で
お
よ
そ
７
件
で
前

年
同
時
期
比
74
件
増
。コ
ロ
ナ
患
者
の
搬

送
も
受
け
て
い
る
が
、
即
座
に
出
場
で
き

な
い
状
況
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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代表質問

廻本 多都子

日
本
共
産
党
諏
訪
市
議
員
団

問問 答

問問 答答答

問答◆Ｗｉｔｈコロナを見据えた対応
　第７波のピークアウトや、全数届出見直しの全国一律での適用（９／２６～）等の国による
Ｗｉｔｈコロナに向けた新たな段階への移行等を踏まえ、次の取組を進めます。
○若年軽症者登録センターの対象年齢の拡大
登録センターの対象年齢を、現在の２０～４９歳から、中学生～６５歳未満に拡大（９／２６
～）するための準備
○自宅療養者に対する相談・診療機関の拡大
自宅療養者の症状悪化時等に、健康観察センターによる相談の受付・案内に加え、より多く
の身近な医療機関に相談・診療をしていただける体制とするための関係機関との調整
○オミクロン株対応ワクチンの接種促進
９月下旬以降、オミクロン株対応ワクチンによる追加接種を順次開始、１０広域に設置する
県接種会場での接種実施など、市町村と連携した接種機会の確保、接種の促進
○感染警戒レベル等の見直し
県独自の感染警戒レベル等について、実情に合わせた見直しの検討

今後のコロナ対応（県）

用

語

解

説
１

附帯決議とは、議決された議案に対し、議会の意見・要望を述べるために提出
されるもの。議会の希望として、これを尊重する政治的、道義的な責務を負わせる
にとどまり、法的な拘束力を有するものではない。

ランドルト環とは、視力の判定に用いられる一部が欠けた円（環）のこと。上
下、左右などのさまざまな方向に向いたランドルト環の切れ目を判別できるかど
うかで視力を判定する。

フレイルとは、高齢期に心身の機能が衰えた状態をいう。健康な状態と介護が
必要な状態の中間の段階で、要介護になる危険が高いといわれている。
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代表質問
●
本
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
「
新
成
人
ブ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
・

種
ま
く
ブ
ッ
ク
」へ
の
市
長
の
思
い
は
。

　
　

成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
、
成
人
年
齢
と
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
節
目
を

祝
う
新
事
業
と
し
た
。読
書
を
通
じ
て
、自

分
の
中
に
知
識
や
知
恵
の
種
を
ま
く
、
そ

の
種
が
芽
吹
い
て
未
来
を
拓
く
力
に
な
っ

て
ほ
し
い
。

　
　

７
月
31
日
が
締
切
、
申
請
数
と
申
請

率
は
。

　
　

対
象
者
は
18
・
19
・
20
歳
の
1297
名
、

申
請
130
件
、申
請
率
は
約
１
割
。

　
　

申
請
期
間
の
延
長
理
由
と
期
限
は
。

　
　

19
・
20
歳
の
方
は
多
く
が
諏
訪
を
離

れ
て
い
る
。家
族
か
ら「
本
人
に
選
ば
せ
た

い
。」
と
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
っ
た
の
で
、

お
盆
や
正
月
を
含
め
た
令
和
５
年
１
月
末

ま
で
延
長
し
た
。

　
　

改
善
点
は
。

　
　

来
年
度
は
18
歳
の
み
。高
校
生
な
の

で
、
学
校
や
親
御
さ
ん
に
も
協
力
を
い
た

だ
き
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
　

フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
・
セ
カ
ン
ド
ブ

ッ
ク
の
実
施
方
法
と
親
子
の
反
響
は
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
10
か
月
児
健
診
・
３
歳
児

健
診
終
了
後
、
そ
の
場
で
本
を
選
ん
で
も

ら
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
。大
変
喜
ん

で
受
け
取
っ
て
も
ら
え
て
い
る
。

　
　

８
月
５
日
か
ら
始
ま
っ
た
電
子
図
書

館
の
概
要
は
。

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
本
を
読

む
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。県
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
市
図
書
館
の
利
用
登

録
を
し
て
い
る
こ
と
が
利
用
で
き
る
条

件
。本
は
２
冊
ま
で
、
１
週
間
借
り
ら
れ

る
。

●
参
議
院
選
・
県
知
事
選
に
つ
い
て

　
　

両
選
挙
の
投
票
率
、結
果
の
考
察
は
。

　
　

参
議
院
選
57.79
％
、県
知
事
選
41.96
％
。い

ず
れ
も
国
・
県
の
投
票
率
を
上
回
っ
て
い

る
。約
半
数
が
期
日
前
投
票
、10
代
・
20
代

の
投
票
率
が
低
い
。

　
　

中
洲
公
民
館
の
期
日
前
投
票
所
の
開

設
理
由
は
。

　
　

令
和
３
年
４
月
の
選
挙
よ
り
開
設
。

開
設
理
由
は
①
中
洲
地
区
の
有
権
者
数
の

増
加
②
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
分
散
型
投
票

を
目
的
に
期
日
前
投
票
が
推
奨
さ
れ
た
。

開
設
に
あ
た
っ
て
は
市
役
所
か
ら
離
れ
た

地
域
へ
の
利
便
性
を
考
慮
し
、ま
た
、施
設

管
理
や
準
備
な
ど
を
勘
案
し
て
公
共
施
設

の
中
洲
公
民
館
と
し
た
。

　
　

効
果
と
今
後
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　

市
役
所
か
ら
離
れ
た
中
洲
地
区
、
湖

南
地
区
・
沖
田
町
・
南
町
の
400
〜
600
人
の

方
々
が
利
用
し
、
効
果
は
あ
っ
た
と
考
え

る
。日
時
の
周
知
等
課
題
は
あ
る
が
今
後

も
継
続
し
て
い
く
予
定
。

　
　

市
内
高
校
へ
の
移
動
投
票
所
の
実
施

は
ど
う
か
。

　
　

対
象
者
が
少
な
く
、
費
用
対
効
果
等

を
考
え
現
時
点
で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

　
　

投
票
済
証
と
は
何
か
。

　
　

本
来
仕
事
を
休
ん
で
投
票
を
し
た
際

の
証
明
と
し
て
職
場
に
提
出
す
る
も
の
。

　
　

期
日
前
投
票
宣
誓
書
の
記
入
は
必
要

か
。事
由
に
適
切
な
選
択
肢
が
な
い
が
、ど

う
に
か
な
ら
な
い
か
。

　
　

有
権
者
か
ら
は
必
要
性
に
対
す
る
疑

問
・
廃
止
の
要
望
等
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
公
職
選
挙
法
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、市
で
は
判
断
で
き
な
い
の
で
、県
の
選

挙
管
理
委
員
会
等
を
通
じ
て
国
に
要
望
し

て
い
く
。

あ
し
た
の
諏
訪

ファーストブックの案内チラシ

岩波 万佐巳

問問問 答答答問答

問答問答問問 答

問問問 答 答答問答答

用

語

解

説
２

応能割、資産割とは、国民健康保険料の負担額を算出するときの基準となるも
の。国民健康保険料は、応能割と応益割の合計で 1年間の保険料が決定される。
応能割とは、各人の負担能力に応じて決まるもので所得割と資産割がある。
応益割は、世帯数や加入している人数で決まるもので被保険者均等割と世帯別平
等割がある。資産割とは、市内に家や土地をもっており固定資産税が課税されてい
る人について計算される割合のこと。

不用額とは、予算に計上されたものの、費用が抑えられたなどの理由により支出
せず済んだ額のこと。
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●
国
保
税
率
改
定
の
影
響

　
　

資
産
割※

廃
止
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　

応
能
割※

に
つ
い
て
は
所
得
割
額
の

み
と
な
り
算
出
方
法
が
明
瞭
と
な
る
。ま

た
、
資
産
割
の
対
象
と
な
る
固
定
資
産
に

つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
も
賦
課
さ
れ
る

こ
と
か
ら
二
重
課
税
と
い
う
感
覚
を
持
た

れ
る
方
も
お
り
、
そ
う
い
っ
た
部
分
が
是

正
さ
れ
る
。

　
　

資
産
所
有
者
の
税
額
が
下
が
り
、
資

産
を
持
た
な
い
人
の
税
額
が
上
が
る
こ
と

を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

資
産
の
あ
る
世
帯
の
73
％
が
減
額
、

資
産
の
無
い
世
帯
は
ほ
ぼ
全
て
増
税
と
な

る
。所
得
に
応
じ
た
負
担
を
い
た
だ
く
こ

と
に
理
解
を
お
願
い
す
る
。

　
　

適
正
な
基
金
残
高
は
。

　
　

中
長
期
的
に
安
定
し
た
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
２
億
円
程
度
の

基
金
残
高
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

低
所
得
者
・
負
担
増
へ
の
配
慮
は
。

　
　

所
得
が
低
い
世
帯
ほ
ど
税
率
改
定
の

影
響
が
少
な
く
な
る
よ
う
負
担
軽
減
し
て

い
る
。

●
市
の
消
費
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ

の
対
応
は

　
　

各
会
計
の
登
録
は
。

　
　

一
般
会
計
は
申
告
義
務
は
な
い
が
、

課
税
仕
入
れ
を
行
う
事
業
者
の
た
め
に
発

行
事
業
者
の
登
録
を
行
う
予
定
。

　
　

シ
ス
テ
ム
改
修
は
必
要
か
。費
用
に

つ
い
て
国
か
ら
の
支
援
は
。

　
　

シ
ス
テ
ム
改
修
に
つ
い
て
は
検
討

中
、費
用
は
一
概
に
は
言
え
な
い
。国
か
ら

の
支
援
は
な
い
。

　
　
　

国
に
支
援
を
求
め
る
べ
き
だ
。

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
100
％

　
　

市
庁
舎
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
100

％
と
な
っ
て
い
る
。新
電
力
会
社
の
倒
産

が
心
配
さ
れ
る
が
持
続
可
能
か
。

　
　

仮
に
倒
産
、撤
退
し
た
場
合
、コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
新
た
な
事
業
者
を
探
す
と
と

も
に
、
そ
の
間
の
料
金
の
差
額
分
は
補
償

さ
れ
る
契
約
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

家
庭
や
事
業
者
に
対
す
る
普
及
の
考

え
は
。

　
　

再
エ
ネ
電
力
プ
ラ
ン
切
替
え
等
様
々

な
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
情
報

を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
。

●
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
諏
訪
の
名
物
に

　
　

６
月
25
日
、
諏
訪
の
歴
史
上
初
め
て

の
諏
訪
湖
と
八
ヶ
岳
を
結
ぶ
、
諏
訪
地
域

６
市
町
村
を
巡
る
「
ス
ワ
コ
エ
イ
ト
ピ
ー

ク
ス
ミ
ド
ル
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。大
会
長
を
務
め
ら
れ
た
金

子
市
長
の
所
感
、開
催
の
意
義
は
。

　
　

諏
訪
広
域
を
縦
断
す
る
100
キ
ロ
に
も

及
ぶ
今
大
会
の
実
現
に
つ
い
て
、
数
年
前

に
誰
が
想
像
で
き
た
か
。６
市
町
村
を
跨

ぐ
新
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
と
し
て
、
新
た
な

価
値
を
生
ん
だ
も
の
と
評
価
す
る
。今
後

も
、
継
続
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
応
援
を
し
て
い
く
。

　
　

経
済
・
観
光
面
で
の
効
果
は
。

　
　

選
手
及
び
家
族
、
大
会
関
係
者
の
宿

泊
増
、飲
食
関
係
に
活
気
が
見
ら
れ
た
。今

後
、
年
間
を
通
し
て
試
走
や
練
習
に
来
訪

さ
れ
る
愛
好
者
が
見
込
め
る
。

　
　
　

諏
訪
湖
は
自
己
責
任
で
泳
ぐ
こ
と

は
可
能
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に

泳
げ
る
諏
訪
湖
の
整
備
を
求
め
る
。

●
高
齢
者
こ
そ「
図
書
館
」の
利
用
を

　
　

脳
の
活
性
化
に
役
立
つ
図
書
館
の
高

齢
者
の
利
用
実
態
は
。

　
　

全
体
の
30
％
を
占
め
て
お
り
多
数
の

方
の
利
用
が
あ
る
。脳
ト
レ
本
等
を
特
集

し
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め
て

い
る
。

　
　

電
子
図
書
館
を
利
用
す
る
方
法
は
。

　
　

ま
ず
、
図
書
館
に
行
っ
て
手
続
き
を

す
る
必
要
が
あ
る
。次
か
ら
は
図
書
館
に

行
か
な
く
て
も
よ
い
、
返
却
の
手
間
が
な

い
な
ど
の
多
く
の
利
点
が
あ
る
。

　
　
　

高
齢
者
に
と
っ
て
画
期
的
で
あ
る

の
で
登
録
の
仕
方
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
も
っ
と

活
用
し
よ
う

　
　

活
動
実
績
・
実
態
に
つ
い
て
は
。

　
　

令
和
３
年
度
末
に
お
い
て
登
録
者
数

352
人
は
過
去
最
高
で
59
歳
か
ら
89
歳
の
幅

広
い
方
が
登
録
。就
業
率
は
86
％
と
高
水

準
で
あ
る
。主
な
入
会
動
機
は
、充
実
し
た

高
齢
期
を
送
る
た
め
に
、生
き
が
い
、社
会

参
加
、健
康
維
持
、経
済
的
理
由
で
あ
る
。

一般質問 市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。掲載内容は、主な質問と答弁の要旨
であり、質問者の文責によるものです。※各議員の QR コードから一般質問の動画にリンクできます。
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一般質問
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●
製
造
業
に
つ
い
て

　
　

諏
訪
圏
工
業
メ
ッ
セ
等
に
つ
い
て
の

施
策
は
。

　
　

平
成
14
年
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
回

を
重
ね
る
ご
と
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

現
在
は
３
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
開
催
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
。本
年
度
か
ら
５
年

間
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
未
来
志
向
企

業
の
創
造
〜
新
た
な
メ
ッ
セ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
〜
」と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。諏
訪

市
も
メ
ッ
セ
に
は「
諏
訪
市
ブ
ー
ス
」を
設

け
て
、
各
事
業
者
へ
の
出
店
支
援
を
し
て

い
る
。メ
ッ
セ
以
外
で
の
展
示
会
で
の「
諏

訪
」の
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、機
械
要
素

技
術
展
へ
茅
野
市
と
共
同
出
展
を
行
い
、

ま
た
外
部
展
示
商
談
会
を
ト
ヨ
タ
、
マ
ツ

ダ
、日
産
等

で
開
催
し
、

中
小
企
業

単
独
で
は

取
引
の
難

し
い
大
企

業
に
対
し
、

Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ

ブ
ラ
ン
ド

の
普
及
に

努
め
て
い
る
。

●
８
月
５
日
の
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

　
　

緊
急
対
応
状
況
は
。

　
　

緊
急
対
応
に
つ
い
て
は
、
18
時
30
分

に
第
一
次
配
備
職
員
体
制
を
取
り
、
河
川

水
位
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
把
握
等
を
行

っ
た
。ま
た
、そ
の
後
警
察
署
職
員
の
派
遣

を
受
け
、
道
路
状
況
の
情
報
提
供
に
よ
る

連
携
に
よ
り
、
通
行
止
め
箇
所
の
把
握
や

現
場
確
認
を
実
施
し
た
。

　
　

昨
年
の
災
害
後
の
整
備
状
況
と
今
後

の
予
定
は
。

　
　

昨
年
の
８
月
大
雨
災
害
後
の
整
備
状

況
は
、
該
当
箇
所
が
41
箇
所
あ
り
昨
年
度

中
に
37
箇
所
完
了
。現
在
豊
田
地
区
の
最

後
の
１
箇
所
の
工
事
中
で
、
本
年
度
中
に

完
了
予
定
。

●
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
に
つ
い
て

　
　

支
援
の
概
要
は
。

　
　

国
事
業
と
し
て
児
童
一
人
に
つ
き
５

万
円
、
そ
れ
に
加
え
て
市
独
自
で
５
万
円

の
支
給
を
し
て
い
る
。

　
　

手
続
き
の
流
れ
は
。

　
　
「
ひ
と
り
親
」に
つ
い
て
は
こ
ど
も
課

が
担
当
、「
ひ
と
り
親
以
外
」の「
そ
の
他
世

帯
」は
市
民
課
の
担
当
で
あ
る
。令
和
４
年

８
月
31
日
現
在
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
つ
い

て
は
337
世
帯（
児
童
500
人
）、
そ
の
他
世
帯

に
つ
い
て
は
223
世
帯（
児
童
411
人
）へ
支
給

を
行
っ
た
。

●
蓼
科
保
養
学
園
に
つ
い
て

　
　

令
和
５
年
に
生
誕
100
周
年
を
迎
え
る

学
園
の
記
念
行
事
内
容
は
。

　
　

蓼
科
保
養
学
園
に
関
す
る
企
画
展
の

開
催
や
記
念
誌
の
発
行
な
ど
の
周
年
事
業

を
計
画
し
一
世
紀
に
わ
た
る
学
園
生
活
の

足
跡
を
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
子
ど
も
の
弱
視
と
屈
折
検
査
に
つ
い
て

　
　

屈
折
検
査
機
器
は
ど
こ
に
何
台
配
置

し
て
い
る
の
か
。

　
　

屈
折
検
査
機
器
（
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ

ン
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
）は
、乳
幼
児
健
診
を
行

う
保
健
セ
ン
タ
ー
に
１
台
配
置
し
て
い

る
。

　
　

使
用
状
況
は
。

　
　

月
一
回
の
３
歳
児
健
診
の
視
力
検
査

に
お
い
て
使
用
し
て
い
る
。

　
　

検
査
結
果
は
。

　
　

毎
月
約
５
〜
10
人
検
査
し
そ
の
う
ち

１
〜
２
人
に
精
密
検
査
を
勧
め
て
い
る
。

来
年
度
以
降
は
、
全
員
に
実
施
で
き
る
よ

う
検
討
す
る
。

　
　

家
庭
で
の
視
力
検
査
を
花
や
魚
の
絵

柄
か
ら
精
度
の
高
い
ラ
ン
ド
ル
ト
環※

へ

切
り
替
え
る
考
え
は
。

　
　

諏
訪
市
に
お
い
て
は
、
視
能
訓
練
士

の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
検
査
方
法
に
合

っ
た
大
き
さ
の
ラ
ン
ド
ル
ト
環
を
用
い
て

自
宅
で
検
査
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

●
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

　
　

認
知
症
予
防
の
た
め
の
補
聴
器
助
成

の
考
え
は
。

　
　

難
聴
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
少
な
く
な
り
社
会
と
の
関
わ
り
が
減
っ

た
り
す
る
こ
と
で
認
知
機
能
に
影
響
が
出

る
可
能
性
が
あ
る
。高
齢
者
が
聴
力
低
下

の
た
め
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る
こ
と

に
よ
る
フ
レ
イ
ル※

予
防
対
策
と
し
て
、適

切
な
時
期
で
の
補
聴
器
の
使
用
が
好
ま
し

い
。助
成
制
度
を
創
設
し
て
い
く
こ
と
に

関
し
て
は
、
国
や
県
の
動
向
や
他
自
治
体

の
対
策
な
ど
を
注
視
し
検
討
を
進
め
る
。

　
　

認
知
症
賠
償
責
任
保
険
の
導
入
の
考

え
は
。

　
　

他
市
の
利
用
状
況
や
導
入
成
果
を
確

認
。保
証
内
容
や
条
件
等
の
精
査
を
進
め

制
度
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

３年ぶりのリアル開催

小泉 正幸

問答

問問問 答答答問答

牛山 智明

弱視の早期発見

問問問 答答答

問問問問 答答答答

※

８
P
用
語
解
説
①
へ



12

一般質問
●
市
役
所
の
健
康
経
営
の
取
組

　
　

職
員
サ
ポ
ー
ト
室
設
置
の
目
的
は
。

　
　

市
役
所
に
と
っ
て
職
員
は
財
産
で
あ

る
。職
員
が
や
り
が
い
を
感
じ
、生
き
生
き

と
働
け
る
職
場
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
、

職
員
自
身
や
役
所
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る

と
同
時
に
、
ひ
い
て
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
。心
の
健
康
、身
体
の
健

康
、職
場
の
健
康
、こ
の
３
つ
の
健
康
を
組

織
と
し
て
支
え
、
健
康
を
ベ
ー
ス
と
し
た

職
員
の
資
質
向
上
、
人
材
育
成
に
取
り
組

む
た
め
、職
員
サ
ポ
ー
ト
室
を
設
置
し
た
。

●
森
林
整
備
事
業
の
状
況

　
　

西
山
の
事
業
内
容
と
具
体
的
取
組

は
。

　
　

県
は
新
規
事
業
で
あ
る
「
流
域
保
全

総
合
治
山
事
業
」を
西
山
地
区（
岡
谷
市
か

ら
茅
野
市
）３
千
ha
で
計
画
し
た
。事
業
費

は
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
で
約
９

億
円
余
を
計
画
し
て
い
る
。諏
訪
市
の
事

業
と
し
て
は
、豊
田
神
子
沢
で
、不
安
定
土

砂
を
事
前
に
抑
え
る
谷
止
工
の
設
置
と
森

林
整
備
。湖
南
権
現
沢
は
治
山
作
業
道
の

復
旧
と
谷
止
工
の
設
置
。砥
沢
で
は
崩
壊

地
に
構
造
物
を
設
置
し
、
の
り
面
工
で
斜

面
を
安
定
さ
せ
る
工
事
を
実
施
す
る
。

●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　
　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
状
況
は
。

　
　

本
市
の「
も
の
づ
く
り
教
育
」は
、産
・

学
・
官
、そ
し
て
市
民
が
共
働
し
て「
も
の

づ
く
り
を
通
し
て
ひ
と
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
お
り
、
本
市
の
特
色
あ
る
教
育
の
中

核
を
担
っ
て
い
る
。情
報
活
用
能
力
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
な
が

ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
意
図
し
た
処
理
を

行
わ
せ
る
た
め
に
必
要
な
論
理
的
思
考
力

を
身
に
つ
け
る
学
習
活
動
を
実
施
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。現
在
、諏
訪
市
独
自
の
教
育

で
あ
る
「
相
手
意
識
に
立
つ
も
の
づ
く
り

科
」
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

展
開
に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。専
門
的

な
知
見
を
有
す
る
公
立
諏
訪
東
京
理
科
大

学
の
協
力
を

得
て
、
諏
訪

市
の
子
供
が

ワ
ク
ワ
ク
す

る
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
的
思

考
を
育
む
も

の
づ
く
り
教

育
の
推
進
を

図
っ
て
い

く
。

●
18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

　
　

令
和
４
年
３
月
議
会
で
18
歳
ま
で
の

医
療
費
助
成
に
つ
い
て
質
問
・
要
望
し
た

時
に
は
対
象
拡
大
は
し
な
い
と
い
う
答
弁

だ
っ
た
が
そ
の
後
対
象
年
齢
拡
大
に
至
っ

た
背
景
、考
え
方
は
。

　
　

社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
を
捉
え
る

中
で
第
６
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
子
育
て

支
援
策
を
さ
ら
に
推
進
す
る
必
要
性
か
ら

福
祉
医
療
給
付
事
業
の
対
象
年
齢
拡
大
の

方
針
決
定
に
至
っ
た
。

　
　

年
齢
拡
大
後
の
給
付
方
式
は
。

　
　

新
た
な
対
象
と
な
る
16
歳
か
ら
18
歳

ま
で
の
受
給
者
に
つ
い
て
も
現
物
支
給
方

式
と
す
る
。ま
た
、
現
在
、
障
が
い
者
ま
た

は
ひ
と
り
親
家
庭
の
受
給
資
格
を
有
す
る

16
歳
か
ら
18

歳
ま
で
の
受

給
者
に
つ
い

て
も
現
物
支

給
方
式
を
導

入
す
る
予

定
。

　
　

食
事
療

養
費
の
給
付

も
ぜ
ひ
継
続
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　
　

子
育
て
支
援
策
を
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
力
強
く
推
し
進
め
る
観
点
か
ら
食
事

療
養
費
の
給
付
に
つ
い
て
対
象
年
齢
を
拡

大
す
る
方
針
で
制
度
設
計
を
進
め
て
い

く
。

　
　

財
政
的
な
影
響
は
ど
う
か
。

　
　

試
算
で
は
対
象
年
齢
拡
大
に
よ
り
新

た
に
発
生
す
る
歳
出
は
年
間
２
千
万
円
程

度
。県
か
ら
の
補
助
拡
大
は
乳
幼
児
の
通

院
に
関
わ
る
対
象
年
齢
が
９
歳
ま
で
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
増
収
を
１
千

万
円
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。差
し
引
き

す
る
と
収
支
へ
の
影
響
額
は
１
千
万
円
程

度
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

●
財
政
面
か
ら
考
え
る
持
続
可
能
な
ま

ち
に
つ
い
て

　
　

現
在
、
当
市
は
財
政
力
は
そ
れ
程
弱

く
な
く
硬
直
化
も
し
て
い
な
い
が
将
来
財

政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
は
他
市
よ
り
高

い
。今
後
は
大
型
事
業
や
扶
助
費
の
増
加

を
考
え
る
と
財
政
的
に
厳
し
い
と
い
う
状

況
か
。

　
　

今
後
、厳
し
い
状
況
が
想
定
さ
れ
る
。

　
　

当
市
は
商
工
費
が
類
似
団
体
と
比
べ

て
か
な
り
高
く
、
教
育
費
や
農
林
水
産
業

費
等
は
か
な
り
低
い
が
当
市
の
歳
出
の
傾

向
は
。

　
　

商
工
費
は
他
市
と
比
べ
伝
統
的
に
高

い
。

牛山　 正

問問 答答

問答

高木 智子来年度から 18歳まで医療費が
助成されることになりました！！

問問

問

答答

問問問 答答答答

コンピューターを使ったプログラミング
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●
労
働
者
協
同
組
合
に
つ
い
て

　
　

市
と
し
て
の
考
え
は
。

　
　

労
働
者
協
同
組
合
は
、
組
合
員
が
出

資
、運
営
、労
働
と
い
う
３
つ
の
役
割
を
担

う
。労
働
者
協
同
組
合
法
の
制
度
を
地
域

課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
市
民
に
対
し
て

丁
寧
に
周
知
し
、
情
報
が
行
き
届
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。労
働
者
協
同
組
合
法

の
制
度
を
有
効
に
活
用
し
た
持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、
国
や
長
野
県

等
と
情
報
を
共
有
、
連
携
し
て
支
援
を
進

め
る
。

　
　

期
待
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
と
説
明
指
導

は
。

　
　

指
揮
命
令
下
で
の
労
働
だ
け
で
な
く

事
業
運
営
に
意
見
が
反
映
さ
れ
や
す
く
働

き
が
い
の
あ
る
雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
。

現
時
点
で
労
働
者
協
同
組
合
の
設
立
に
向

け
た
具
体
的
な
動
き
は
把
握
し
て
い
な

い
。10
月
に
長
野
県
が
開
催
す
る
説
明
会

に
出
席
し
情
報
収
集
を
す
る
。庁
内
で
情

報
共
有
を
図
り
、
設
立
を
希
望
す
る
団
体

に
対
し
担
当
課
で
説
明
を
し
て
い
く
。

●
諏
訪
市
に
所
在
す
る
文
化
財
に
つ
い
て

　
　

天
然
記
念
物
の
維
持
管
理
計
画
は
。

　
　

保
存
活
用
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

は
、
関
係
団
体
と
協
議
し
な
が
ら
模
索
し

て
い
る
。計
画
を
策
定
す
る
に
は
、自
然
分

野
の
専
門
職
員
が
必
要
で
あ
り
、
土
地
の

境
界
確
定
が
必
要
と
な
る
。さ
ら
に
、多
額

の
費
用
も
要
す
る
た
め
、
非
常
に
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
こ
と
か
ら
、
研
究
課
題
と
し
て

い
る
。

　
　

無
形
民
俗
文
化
財
の
課
題
に
つ
い
て

問
題
意
識
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
。

　
　

地
域
に
伝
わ
る
信
仰
、芸
能
、習
俗
な

ど
の
継
承
に
は
、
そ
の
地
域
の
横
の
つ
な

が
り
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
不
可

欠
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。継
承
と
い

う
視
点
だ
と
、「
次
世
代
の
育
成
」が
最
も

重
要
。御
柱
祭
の
存
在
も
あ
り
地
域
の
つ

な
が
り
は
比
較
的
強
い
傾
向
に
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
少
子
化
等
に
よ
り
担
い

手
が
減
少
し
、
継
承
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
点
は
大
き
な
課
題
。担
い
手
確
保
の
た

め
に
は
、
そ
の
価
値
を
正
確
に
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

●
令
和
３
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
　

令
和
３
年
度
決
算
が
９
月
定
例
会
で

審
査
さ
れ
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
難
し
い
運
営

だ
っ
た
と
思
う
が
、市
の
総
括
と
特
徴
は
。

　
　

大
幅
な
減
収
と
な
る
見
込
み
だ
っ
た

が
な
ら
な
か
っ
た
。交
付
税
等
は
減
収
を

見
込
ん
だ
状
況
で
交
付
さ
れ
た
。多
く
の

事
業
が
中
止
や
縮
小
に
な
っ
た
。そ
の
結

果
、過
去
最
大
の
14
億
２
千
万
円
の
黒
字
。

　
　

諏
訪
市
の
財
政
の
課
題
は
「
将
来
負

担
比
率※

１
」
が
他
市
と
比
較
し
て
高
い
こ

と
で
あ
っ
た
。今
回
67.2％
と
な
り
14.9％
の
大
幅

な
改
善
と
な
っ
た
。そ
の
理
由
は
。

　
　

借
金
で
あ
る
市
債
の
返
済
が
進
み
、

土
地
開
発
公
社
の
債
務
保
証
が
減
少
し
、

下
水
道
事
業
等
に
対
す
る
繰
入
見
込
額
や

６
市
町
村
で
進
め
る
事
業
に
対
す
る
負
担

見
込
額
も
減
少
。将
来
負
担
額
全
体
で
約

10
億
円
減
少
。貯
金
で
あ
る
基
金
へ
の
積

み
増
し
が
で
き
、
将
来
負
担
額
に
充
当
可

能
な
金
額
が
約
６
億
５
千
万
円
増
加
。結

果
、将
来
負
担
比
率
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

　
　

令
和
２
年
度
決
算
で
も
将
来
負
担
比

率
が
10.5％
改
善
さ
れ
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
特
殊

な
事
情
と
は
い
え
、
２
年
間
で
市
の
財
政

状
況
が
大
き
く
改
善
さ
れ
た
。し
か
し
、こ

の
結
果
が
予
算
や
総
合
計
画
の
策
定
に
あ

ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。決
算
結
果
か

ら
予
算
な
ど
へ
の
連
続
性
は
。

　
　

自
治
体
は
昔
か
ら
決
算
よ
り
予
算
を

重
視
す
る
考
え
が
あ
る
。年
度
途
中
に
決

算
結
果
が
出
る
な
ど
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ

る
。決
算
状
況
を
予
算
に
反
映
さ
せ
る
手

法
に
つ
い
て
今
後
も
研
究
を
行
う
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
つ
く
し
て
い

る
市
民
も
い
る
。臨
機
応
変
な
行
政
運
営
、

適
宜
適
切
な
資
金
処
理
や
運
用
が
必
要
。

会
計
処
理
方
法
に
お
い
て
民
間
手
法
を
取

り
入
れ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。さ
ら
に

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
し
て
ほ
し
い
。

※

１
：
将
来
負
担
比
率

将
来
、
市
の
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度
合
い
を
示

す
指
標
。将
来
負
担
額
（
借
金
な
ど
）
か
ら
充
当
可
能
な

基
金
（
貯
金
）
を
引
い
た
額
を
市
の
標
準
財
政
規
模
（
諏

訪
市
は
約
128
億
円
）で
割
っ
た
も
の
。

宮
之
脇
の
カ
ヤ
の
木
さ
ま

（
天
然
記
念
物
）

藤森 靖明

問問問 答答

問 答答

小松 孝一郎

決算審査資料

答 問問

要
望

問 答答
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一般質問
●
阿
部
知
事
４
期
目
の
展
望
と
諏
訪
市

に
も
た
ら
す
効
果

　
　

市
長
が
求
め
る
知
事
へ
の
期
待
は
。

　
　

阿
部
知
事
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
「
確

か
な
暮
ら
し
を
守
り
抜
く
。真
に
ゆ
た
か

な
社
会
を
創
る
。」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
信
州

の
明
る
い
未
来
を
拓
く
と
し
て
、
121
項
目

の
公
約
を
掲
げ
て
い
る
。そ
の
中
で
現
在

の
危
機
と
し
て
、『
コ
ロ
ナ
対
策
、
物
価
高

騰
の
克
服
』、ま
た
今
後
ま
す
ま
す
想
定
さ

れ
る
４
つ
の
重
大
な
危
機
と
し
て
、①
地

球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
、②
地
震
や

洪
水
等
の
大
規
模
災
害
、③
人
口
減
少
と

そ
れ
に
伴
う
医
療･

福
祉
、農
林
業
等
産
業

分
野
の
担
い
手
不
足
、④
道
路
、上
下
水
道

等
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
を
取
り
上

げ
、
的
確
な
対
策
を
講
じ
県
民
の
暮
ら
し

を
守
る
と
し
て
い
る
。

　

当
市
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
課
題
は
全

て
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。引
き
続
き
県

と
協
力
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底
し

市
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
最
優
先
に
守

り
、
そ
の
上
で
社
会
経
済
活
動
を
で
き
る

限
り
維
持
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
に
起
因
す
る
食

料
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、原
材
料
等
の
価
格
高
騰

に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
市
民
及
び
事

業
者
に
対
し
、
生
活
費
負
担
の
軽
減
や
事

業
継
続
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
考
え
て
い

く
。

●
県
と
市
が
連
携
す
る
事
業
の
取
組
は

　
　

県
道
諏
訪
白
樺
湖
小
諸
線
へ
の
自
転

車
専
用
帯
矢
羽
根
型
路
面
標
示
設
置
は
接

触
事
故
を
誘
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
が
、
県

か
ら
の
報
告

は
。

　
　

県
か
ら

市
へ
施
工
日

な
ど
の
連
絡

は
な
い
。県

の
自
転
車
推

進
計
画
に
基

づ
い
て
整
備

を
進
め
る
と

聞
い
て
い
る
。し
か
し
、県
へ
お
伝
え
し
自

転
車
運
転
者
が
安
全
に
安
心
し
て
通
行
で

き
る
よ
う
に
今
後
の
整
備
予
定
に
対
し
公

安
委
員
会
を
含
め
て
安
全
対
策
面
を
主
に

調
整
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

諏
訪
湖
の
し
ゅ
ん
せ
つ
再
開
に
向
け

て
の
考
え
は
。

　
　

湖
周
２
市
１
町
で
実
施
し
て
い
る

「
諏
訪
湖
の
水
位
抑
制
及
び
天
竜
川
の
河

川
整
備
に
関
す
る
要
望
」
に
し
ゅ
ん
せ
つ

再
開
を
加
え
る
と
と
も
に
、
枠
組
み
を
２

市
１
町
か
ら
拡
大
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

矢羽型路面表示

横山　 真

問答

問問

答

答

９月２２日木曜日、上諏訪小２年生が
市役所見学の一環として
議場を見学しました。

多くの質問をいただきました。
将来が楽しみです！！

上諏訪小２年生
市議会議場を見学！！

議会
TOPICS

１
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議会だより モニター通信
議会だよりモニターアンケート！！

議会だより89号のアンケート結果

モ 表紙について、議員の皆様の様子が見られ
て、親しみある感じでよいと思いました。

モ 写真も多く使用されていて、イメージしや
すかったです。家庭ごみ収集カレンダーの
一部やハザードマップの表紙など「そう言
えば見たことあるな」と思い出すきっかけ
になりました。

議

良い　　　まあ良い　　　普通　　　あまり良くない　　　良くない

8人 5人 1人

5人 5人 3人

9人 4人 1人

7人 5人 2人

ありがとうございます。議会のことを分
かっていただいて親しみやすい表紙を目
指します。

議ありがとうございます。写真や図の使い
方についてはモニターさんのご意見を聞
いて、分かりやすくなるように努力して
まいります。 ★たくさんのご意見・ご感想ありがとうございました。

本誌の内容はわかりやすいと思いますか。１

良い　　　まあ良い　　　普通　　　あまり良くない　　　良くない

表紙や見出しについてのイメージはいかがですか。２

良い　　　まあ良い　　　普通　　　あまり良くない　　　良くない

紙面構成、レイアウトはいかがですか。３

良い　　　まあ良い　　　普通　　　あまり良くない　　　良くない

写真や図の使い方はいかがですか。４

モ 議モニター 議会だより編集委員

新しくモニターになっていただいた皆さんからいただいたアンケートを紹介します。

1人

新

■市議会でどのような情報を
知りたいですか。

議案

代表質問陳情要望

一般質問
議員の
考え方活動

常任委員会
の活動
常任委員会
の活動

議会の
状況
議会の
状況

■議会で議論された内容は
何で知りますか。

YouTubeYouTube

新聞

議会だより議員からの
発信

●モニター制度により市民の声が議会に反映され、市民
と議会の交流の場となるよう期待しています。
●今まで議会だよりは目を通すくらいでしっかり見て
いませんでした。これを機会に内容を注意しながら見
たいと思います。
●議員の質問内容からは、市政が抱えている諸課題をは
じめ、議員それぞれの個性や着眼点を読み取ることが
できました。

ご意見

議会
TOPICS

２ 諏訪市・伊東市姉妹都市議会議員
交歓研修会　開催！！

７月１２、１３日に伊東市へ議会議員交歓研修会に行ってきました。伊
東市とは昭和４０年に姉妹都市締結をして５０年を超えています。諏訪
市議会としても伊東市の按針祭に正副議長、両常任委員長が出席し、任期
中にお互いの市議会議員がそれぞれの市を
訪問するなど交流を続けてきました。
研修会では、「歴史と文化財をどう生かす

か」の講演を聴き、情報交換をしました。
２日目には、「池田２０世紀美術館」の見学

などをして、研修会から帰路に着きました。
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諏訪市議会では、皆さんの傍聴をお待ちしてい
ます。本会議は当日の受付で傍聴できます。ご希
望の方は、諏訪市役所議会棟2階の議会事務局窓
口までお越しください。また、その際にアンケー
トをお配りしていますので、ご協力をお願いしま
す。託児サービスは傍聴希望日の5日前までにお
申し込みください。

本会議の様子は、LCVの「かりんちゃんね
る」で生中継しています。また代表・一般質問の
映像はYouTubeにアップしています。各議員の
QRコードを読み込むと動画が見られますので、
ぜひご覧ください。
なお、過去の本会議の会議録は、図書館、市役
所ロビー、ホームページ、議会事務局で閲覧する
ことができます。

議会に対して陳情書等を提出することがで
きます。ご意見や要望がある方は、議会に文書
でご提出ください。
締切りは 11 月 21 日（月）正午までです。
提出方法など、詳しくは議会事務局までお問
い合わせください。

議会を傍聴しましょう！

議会をテレビ・パソコンで見てみましょう！

請願・陳情を出しましょう！

12月定例会は、11月29日（火）招集予定です。　詳しい日程は、招集日のおよそ2日前に決定する予定です。
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気
を
つ
け
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、
私

も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
発
症
し
、

初
め
て
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会
を
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席
し
ま
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た
。
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期
間
が
明
け
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先
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社
の
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き
で
は
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沢
山
の
方
に
「
大
丈
夫
？
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と
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遣
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今
年
も
あ
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二
カ
月
、
皆
様
に
は

健
や
か
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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※中継日程は、変更になる場合があります。
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諏訪市防災無線フリーダイヤル、メールサービスをぜひご活用ください！
■防災行政無線フリーダイヤル　0120-68-8404（無料）
■防災メールアドレス 登録方法：右記QRコードを読み込むか、
   bousai.suwa-city@raiden.ktaiwork.jpに空メールを送り、
   返信メールに従って登録してください

議会に参加しましょう

12 月定例会のテレビ中継日程予定
月　日 会　　議

提案説明、議案質疑、付託
代表・一般質問
一般質問
一般質問
委員長報告、採決

１１月２９日（火）
１２月　５日（月）
１２月　６日（火）
１２月　７日（水）
１２月１５日（木）

先日、上諏訪小学校の 2年生の皆さんが市役所の見学にみえました。
諏訪市議会の本会議場において市役所の役割や仕事、議会の役割などについて総務課
の職員の方からの説明を聞いていただきました。どんな組織で仕事をしているのか、職
員の数はどのくらいいるのかなど、次々に質問が飛び出し、内容もさることながらその
真剣な眼差しに圧倒され、あっと言う間に予定の時間が過ぎてしまいました。十分に説
明が足りたのか心配にもなります。また、いつでも足を運んでいただきたいと思ってい

ます。実際の会議の様子なども見て感じてほしいと思います。
将来を担うこども達に、ここが諏訪の夢を語る場所なのだと伝えていきたいですね。

議 こ ん に ち は ！長 か ら室

議長　吉澤 美樹郎

傍聴の際はマスク等、感染対策をしてお越しください
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